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活
躍
す
る
卒
業
生

驚
藤
た
か
し
(
げ
回
生
)

インタビュー

皆
さ
ん
、
ほ
ほ
初
め
て
の
方
が
多
い
か
と
思

い
ま
す
。
始
め
ま
し
て
、
驚
藤
た
か
し
で
す
。

生
ま
れ
も
育
ち
も
仙
台
で
、
片
平
丁
小
学
校
、

五
橋
中
学
校
を
経
て
、
向
山
高
校
を
口
回
生
と

し
て
卒
業
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
音
楽
の
道
に
進
む
べ
く
東
京
塞
術

大
学
打
楽
器
科
へ
入
学
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
勉
強

を
す
る
中
、
夢
で
あ
っ
た
ド
ラ
マ
ー
と
し
て
の

活
動
を
在
学
中
よ
り
開
始
し
ラ
イ
ブ
、
レ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
、
ツ
ア
!
等
に
参
加
。

こ
れ
ま
で
に
参
加
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

「司

O吋ロ
O
O
Z
Eけ江
」
「
花
*
花
」
「
タ
ッ
キ
l

&
翼
」
「
矢
井
田
臨
」
「
大
塚
愛
」
「
平
原
綾
香
」

F
Z
Z」
等
。

ジ
ャ
ズ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
活
動
も
行
な
っ
て
お

り
「
前
田
憲
男
」
「
鳥
山
雄
司
」
「
エ
リ
ッ
ク
宮

城
」
「
数
原
普
」
「
中
川
英
二
郎
」
「
伊
東
た
け

し
」
「
Z
〉
O
寸
O
」
「
侍
回
吋
虫
色
等
他
多
数
と

共
演
を
果
た
し
ま
し
た
。

現
在
は
東
京
を
拠
点
と
し
、
各
種
音
楽
活
動

を
展
開
す
る
傍
ら
国
立
音
楽
院
、
千
葉
商
科
大

学
、
広
尾
学
園
で
教
鞭
を
と
り
後
進
の
指
導
に

も
当
た
っ
て
い
ま
す
。

向
山
高
校
に
在
籍
し
て
い
た
噴
を
思
い
出
す

と
、
部
活
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

自
主
性
を
尊
重
す
る
向
山
の
校
風
も
後
押
し

と
な
り
、
自
分
の
好
き
な
分
野
に
対
し
て
し
っ

か
り
と
向
き
合
え
る
時
聞
が
持
て
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
そ
こ
で
得
た
知
識
や
技
術
が
と
て
も

大
き
な
割
合
で
現
在
の
僕
の
礎
と
な
っ
て
る
の

を
感
じ
ま
す
ね
。

自
分
で
も
驚
き
な
の
で
す
が
、
僕
が
向
山
に

入
学
し
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
四
代
に
渡

る
音
楽
の
先
生
全
員
に
今
も
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
!

僕
の
在
校
時
代
に
お
二
方
、
そ
し
て
卒
業
後

の
教
育
実
習
、
つ
い
先
日
に
は
吹
奏
楽
部
創
立

初
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
の
ゲ
ス
ト
出
演
等
で

そ
れ
ぞ
れ
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

数
え
て
み
れ
ば
入
学
か
ら
現
在
ま
で
十
四
年

の
長
き
に
渡
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
こ
れ
を
縁

と
言
わ
ず
し
て
何
と
言
う
の

で
し
ょ
う
。

O
B

冥
利
に
尽
き
る
と
言
う
も
の
で
す
。

さ
て
今
後
の
僕
の
活
動
展
開
な
の
で
す
が
、

東
京
で
は
引
き
続
き
ラ
イ
ブ
、
レ
コ
ー
デ
ィ
ン

グ
、
ツ
ア
l
等
の
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

仙
台
で
は
折
に
触
れ
て
自
身
が
リ
ー
ダ
ー
を

勤
め
る
セ

ッ
シ

ョ
ン
ラ
イ
ブ
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
始
め
て
か
ら
も
う
四
、
五
年
に
な
り
ま
す

で
し
ょ
う
か
。
ご
興
味
あ
る
方
は
是
非
一
度
お

い
で
下
さ
い
。

詳
し
い
活
動
内
容
に
関
し
て
は
以
下
に
記
し

て
い
ま
す
自
身
の
ホ

l
ム
ぺ

l
ジ
を
ご
覧
下
頂

く
か
、
そ
こ
か
ら

『冨
〉
H
F
』
に
て
直
接
コ
ン

タ
ク
ト
を
取
っ
て
頂
け
れ
ば
ご
案
内
差
し
上
げ

ま
す
。そ
し
て
新
し
い
展
開
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

仙
台
に
て
全
く
新
し
い
、ドラ
ム
ス
ク
ー
ル
を
立

ち
上
げ
よ
う
と
現
在
企
画
中
で
す
!

老
若
男
女
、
経
験
の
有
無
問
わ
ず
誰
も
が
楽

し
ん
で
打
楽
器
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
な
ス
ク
ー

ル
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

開
校
は
来
年
冬

1
春
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
ザ
ニ
報
頂
下
さ

こ
れ
を
機
に
、
皆
さ
ん
と
も
音
楽
を
通
し
て

触
れ
合
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
!

粛
藤
た
か
し

H
.
P
.

Z
S一
¥
¥
を
さ
さ
・
G
O
0
0
淳一

@ω
・」hv¥ち

ωCZω
×
一
¥

-
仙
台
ド
ラ
ム
ス
ク
ー
ル
予
約
、
質
問
受
付

-菊藤たかし.プロフィール・

仙台市生まれ。向山高校卒業。

東京藍術大学打楽器科卒業。

在学中からツアー、ライブ、セッ

ション、 レコーディングドラマー

としての活動を始める。

多加した代表的なアーテイス卜に

rporno GraffittiJ r花*花Jrタッ
キー&翼Jr矢井田種Jr大館愛J
「平原綾香」等。
ジャズ、クラシック活動も行なっ

ており「鳥山雄司Jiエリック宮
城Ji数原晋Ji中川英二郎Ji伊
東たけしJiNAOTOJ i侍BrassJ
等と共演。
様々なジャンルをロックとスウイ

ンクで渡り歩く。

今年5月4日に向山高校定期演奏
会にゲスト出演
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会

員

の
み
な
さ
ま
へ

同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
様
々
な
分
野
で

臼
々
ご
活
躍
の
こ
と
と
拝
察
し
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
同
窓
会
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
ど
も
の
同
窓
会
は
担
回
生
ま
で
で
八
千
人
を
超
え
る

頼
も
し
い
同
窓
会
と
な
り
ま
し
た
。
会
が
、
益
々
発
展
し

活
力
の
あ
る
組
織
と
な
る
た
め
に
、
昨
年
、
母
校
と
一
体

の
新
体
制
に
な
り
ま
し
た
。
新
役
員
一
同
も
、
な
お
一
生

懸
命
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
一
二
月
に
は
同
窓
会
入
会
式

と
卒
業
式
、
四
月
に
は
入
学
式
に
出
席
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
父
母
教
師
会
や
教
育
振
興
会
の
方
々
と
も

お
話
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
連
携
し
母
校
の

着
任

の
ご
挨
拶

平成20年7月1日

こ
の
た
び
、
鈴
木
克
之
前
校
長
の
後
任
と
し
て
着
任
し

た
小
野
秀
寄
で
ご
ざ
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
本
校
教
育

に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
、
ご
協
力
と
ご
支
援
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
支
援
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

未
だ
変
化
し
続
け
改
革
を
求
め
続
け
る
時
代
は
、
人
々

に
豊
か
な
生
き
方
や
在
り
方
の
問
い
直
し
を
求
め
、
学
校

に
は
豊
か
な
人
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

会

岡

部

彦

安R

長

発
展
と
在
校
生
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
皆
様
と
一

緒
に
笑
い
、

時

に
は
悩
み
な
が
ら
、
新
し
い
同
窓
会
の
姿
を
見
つ
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

八
月
九
日
に
、
同
窓
会
総
会
と
、
懇
親
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
の
で
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
是
非
ご
出
席

く
だ
さ
い
。
お
会
い
出
来
る
事
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
の
今
後
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

校

野

書

秀

長

肥
沃
な
土
地
の
自
然
の
恵
み
は
人
び
と
を
集
め
豊
か
に

育
む
よ
う
に
、
豊
か
な
教
え
を
も
た
ら
す

「肥
沃
な
学
校
」

に
は
、
心
豊
か
な
人
び
と
が
集
い
互
い
の
豊
か
さ
を
慈
し

む
も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
本
校
は
、
「
肥
沃
な

学
校
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
未
来
を
求
め
明
日
を
創
る
活
力
が
あ
り
、

人
々
の
心
身
の
安
定
と
調
和
を
保
ち
無
限
に
向
上
し
よ
う

と
す
る
品
格
の
あ
る
心
豊
か
な
人
々
が
集
い
続
け
る
と
確

信
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で、

会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

'，1111111  r""II~ " 

平成20年度同窓会総会のご案内
一一お世話12なつ芝完生方や懐かしい友人達との再会の日一一

、
時 8月9日(土) 16 : 30'"'"総会

所 ホテルリッチフィールド仙台 17 : 00'"'"懇親会 プラス08・OGの演奏もあります
仙台市青葉区国分町2-2-2 (懇親会出席は 1""29回生とさせていただきます)

.広瀬通と国分町通交差点角. 懇親会会費 :6，000円

TEし022-262 -7755 ※同封の出席はがきで申し込みの上、

当日お支払いください。

今春ご退職なされました
(出欠の〆切日は7月18日です)

ノ

大江英俊先生、鈴木克之先生がご出席の予定です。

先生方の出席者は今後どんどん増える予定です。 どうぞ、お誘い合わせの上、おいでください。

多数のご参加をお待ちしております!! 

日

場
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佐
一
」
佐
院
佐

。
第
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回

生

入

学

今
年
度
入
学
し
た
新
入
生
は
、
本
校
第
M

回
生
と
な
り
ま
す
。
四
月
七
日
に
入
学
式
が

行
わ
れ
、
同
窓
会
か
ら
は
会
長
以
下
、
役
員

数
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
そ
の
翌
日
に
は
生

徒
会
入
会
式
が
行
わ
れ
、
新
入
生
は
、
中
学

校
の
ジ
ャ

l
ジ
に
着
替
え
、
出
身
中
学
校
ご

と
に
体
育
館
に
入
場
し
、
代
表
者
が
挨
拶
を

す
る
と
、
在
校
生
か
ら
大
き
な
拍
手
わ
き
お

こ
る
伝
統
の
雰
囲
気
が
今
も
生
き
続
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新

入
生
は
四
月
二
十

一
日
か
ら
一
泊
二

日
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
合
宿
を
岩

沼
の
モ
ン
タ
ナ
リ

ゾ
ー
ト
で
行
い
ま
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し
た
。
オ
リ

エ
ン
テ
l
シ
ョ

ン
合
宿
は
今

年
で
四
回
目

の
実
施
で
す

が
、
合
宿
で

は
高
校
生
活

の
心
構
え
や

学
習
方
法
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
級
友
と
の
交

流
を
大
い
に
深
め
、
今
後
の
学
校
生
活
に
は

ず
み
を
つ
け
ま
し
た
。
第
加
回
生
の
活
躍
が

大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

O
復

活

の

応

援

団

か

ら

団

長

立

つ

三
月
発
行
の

会
報
に
お
い
て
、

応
援
団
復
活
に

つ
い
て
の
記
事

を
掲
載
し
ま
し

た
が
、
五
月
に

行
わ
れ
た
生
徒

会
選
挙
で
二
年

普
通
科
の
大
友

良
紀
君
が
応
援
団
長
に
立
候
補
し
、
信
任
さ

れ
ま
し
た
。
大
友
君
は
、

「
先
代
の
先
輩
方

が
築
い
て
き
た
伝
統
を
守
り
、
そ
の
中
で
自

分
た
ち
の

「魂
」
を
表
現
し
て
い
き
ま
す
」

と
今
後
の
抱
負
を
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

現
在
、
応
援

団
は
、
総
体

壮
行
会
や
報

告
会
と
い
っ

た
校
内
行
事

を
取
り
仕
切

る
と
と
も
に

今
後
の
活
動

と
し
て
野
球

部
の
選
手
権

生徒会入会式の様子

大
会
の
応
援
を
行
う
予
定
で
す
。

O
県

総

体

の

結

果

応援団長の大友君

六
月
七
日
か
ら
行
わ
れ
た
第
町
田
県
高
校

総
体
で
は
、
向
陵
生
が
勝
利
を
目
指
し
熱
い

戦
い
を
各
会
場
で
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
上
位

大
会
進
出
は
陸
上
男
子
四

0
0メ
ー
ト
ル
で

二
年
普
通
科
の
佐
藤
拓
哉
君
が
五
位
に
入
賞

し
、
東
北
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
東
北

大
会
で
は
惜
し
く
も
準
決
勝
進
出
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
が
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す。
主
な
県
総
体
結
果

・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

一
回
戦

対
古
川
学
園

(日

l
m
)

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

一
回
戦

対
仙
台
一
(
邸

l
M
)

・
テ
ニ
ス
男
子
団
体

二
回
戦

対
仙
台
東

(
1
1
2
)

ダ
ブ
ル
ス

金
子

・
狭
間
組
ベ
ス
ト
凶

・
テ

ニ
ス
女
子
団
体

二
回
戦

対
東
陵
(
0
1
2
)

-
サ

ッ
カ
ー
一
回
戦対
東
北
学
院

(0
1
2
)

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
団
体

三
回
戦

対
聖
和

(O
|
3
)

シ
ン
グ
ル
ス
戸
崎
ベ
ス
ト
日

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
団
体

コ
一
回
戦

対
宮
二
女
(
O
|
3
)

ダ
ブ
ル
ス
千
徳

・
佐
藤
組

ベ
ス
ト
凶

-
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子

二
回
戦

対
東
北
(
O
|
2
)

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
一
回
戦

対
石
巻

(O
|
2
)

・
剣
道
団
体
予
選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
敗
退

・
卓

球

女

子

団

体

二

回

戦

対
気
仙
沼

(
0
1
2
)

一
回
戦

対
米
谷
工

(
日
l
U
)

八
回
タ
イ
ブ
レ
ー
ク

-
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

O
放
送
部
全
国
大
会
進
出

六
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
た
第
日
回
N
H

K
杯
全
国
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
宮
城
県
大
会
に

お
い
て
放
送
部
が
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
部
門
で
全

国
大
会
進
出
を
決
め
ま
し
た
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作
品
名
は

「
た
た
け
、
否
、
あ
げ
ろ
!
」
で
生
徒
総
会

を
題
材
に
取
り
上
げ
た
作
品
で
す
。
放
送
部

の
全
国
大
会
出
場
は
昨
年
に
続
く
も
の
で
七

月
二
十
三
日
か
ら
東
京
で
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
に
出
場
す
る
予
定
で
す
。
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(4) 第 27号宮城県仙台向山高校同窓会会報平成20年7月1日

平成19年度宮減県仙台向山高等学校同窓会会計決算書
収入額 977.958円
支出恕1 976.435円
残額 1.523円

平成20年度宮織県仙台向山高等学校同窓会会計予算書 (案)
収入額 2.072.000円
支出額 2.072.000円

(111位:円 ムは滅)

備 考
I剃400円X1.826人

目

費
一い
一心
一計

収入の部

「て亙ご
i 会
2 総
3 維

項 日 本年度予算額 前年度予算額 増減 備 考
l 会 費 720.000 733.200 613.200 @1.200円X600人
2 入会金から 1.000.000 01 1.000.000 
3 協賛金から 350.000 。350.∞o 
4 線路金 1.523 245.371 6243.848 前年度から
5 雑収入 477 429 48 預金利息

計 2.072.0∞ 979.∞o 1.093.000 

(単位 !円 ムは滅)収入の部

怠

項 目 予算額 決算額 増 減 備 考

l 総務費 244.000 270.080 26.080 
会議費 16.000 0 ム16.000役目会議等
総会資 150.000 202.080 52.080 総会案内発送
渉外資 5.000 。65.000 
事務質 68.000 68.000 0会報発送
慶弔費 5.∞o 。65.000 弔電
2 教育活動費 635.∞o 646.355 11.355 
記念事業積立金 200.000 2∞.∞o 0積立金
卒業記念品 110.000 104.550 65.450 卒業鉦答用筒
会報発行費 145.000 161.805 16.805 会報印刷
クラプ活動奨励費 180.000 180.000 0生徒会 ・部活動後援
3 予 備費 100.000 60.000 ム40.000

剖- 」盟旦E 976.435 ム2.565

項 目 本年度予算額 前年度予算額 増減 備 考
l 総務費 485.000 244.000 241.000 
会議'el 15.000 16.000 ム1.000役貝会議等
総会費 250.000 150.000 100.000 総会案内発送
渉外費 5.000 5.000 。
事務費 200.000 68.000 132.000 ホムペジ作成費等
慶弔費 15.0∞ 5.000 10.000 弔電等
2 教育活動費 1.550.∞o 635.0ω 915.000 
記念事業積立金 2∞.∞o 200.0∞ 0積立金
卒業記念品 100.000 110.∞o β10.000 卒業証書ファイル等
会報発行費 750.000 145.000 605.∞o 会報印刷
学校活動助成金 500.000 180.000 320.000 教育活動の活性化等
3 予備費 37.000 100.000 ム63.000

計 2.072.000 979.000 1.093.000 

支画面官官

平成20年度同窓会入会金会計予算. (案)
収入額 7.161.000 円
支出稼I1.000.000円
残額 6.161.000円
の山
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平成19年度会計監査報告

平成20年6年19日、宮媛県仙台向山高等学校同窓会会計の監査の結巣、諸帳簿並びに諸笹類ともに適正に記載運営されていることを認めます。

平成20年6月19日 富滅県仙台向山高等学佼同窓会
F、⑮

岸③

，1 > 1.手.J.，.事監

I母阪への感謝と赤来を思う気持ぢを11
前回の「おもかげ」にて協賛金ご協力のお願いを致しましたところ、 6月18日までに34万8，960円の協賛
金を確認させて頂きました。ご協力いただきました同窓生の皆様、誠にありがとうございました。

同窓会は、卒業生の入会金と同窓生の協賛金のみで運営しております。母校の発展と同窓会活動を活発にし

ていく為にも皆様からのご協力が最大の支えになります。皆様には、その旨をご理解いただきより一層のご協

力をお願い申しあげます。

協賛金は、常時受け付けております。前回お送り

しました振込用紙がお手元にある方は、そのまま用

|紙をお使いください。また、ご協力頂ける方は、郵

便局にある振込用紙にてお願い申し上げます。

一口 1千円からです。

メT事監

/ 

o 2 2 8 0 -2 -3 7 4 8 6 
宮城県仙台向山高等学校同窓会

口座番号

加入者名

両込先

尚、通信欄に生年月日か、卒業年を
ご記入頂きたいと存じます。




